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　市の考え方
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　該当箇所が分かりませんが、一つは美唄
市の森林率は相当高いと思われますが、た
とえば他の町村では山林の利活用で、循環
型の森林システムによるＦＳＣ認証やＪ－
ＶＥＲのクレジットの発行等温暖化、ＣＯ
２削減の取り組みが進んでいるようです
が、当市のアクションが見えないのはなぜ
でしょうか。積極的な推進を望みます。

　ＦＳＣ（Forest Stewardship Council、森林管理協
議会）の森林認証制度は、森林の管理や伐採が、環境
や地域社会に配慮して行われているかどうかを評価
し、それが行われている森林を認証するシステムで、
その森林から生産された木材や木材製品（紙製品を含
む。）に独自のロゴマークが付けられて市場に流通し
ます。
　このシステムには、林業者と流通加工業者のそれぞ
れが認証を受けなければならないことや年次監査が必
要なことなど難しい点もありますので、今後、本市で
の取り組みが可能か、研究していきたいと考えていま
す。
　また、Ｊ－ＶＥＲ(Verified Emission Reduction)
制度については、森林管理者が認証を受けて、金銭的
な価値を持つクレジットを発行し、温室効果ガス排出
企業等に売却することにより、「低炭素社会形成」に
つながるものですが、この制度についても、研究して
いきたいと考えています。
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　もう１点は、情報化社会のなかで光ケー
ブル回線の導入の件ですが、都市部は別と
して、農村部におけるケーブル化は経済的
に無理があります。ＩＳＤＮやＡＤＳＬラ
インは局からのケーブル距離が３キロとい
うのが推奨で私の所は８キロで実効値25％
でとてもＮＥＴとはいえない。一番利用し
たい田舎ですから。そこで携帯専用ＮＥＴ
端末の利用促進はできないでしょうか。新
篠津、ニセコは光ケーブルの普及をすすめ
ていますが、国費の無駄つかいといえま
す。街中では有効なことが、家の点在する
農村では効率のスコブル悪い結果となりま
す。普及促進を望みます。

　光回線の導入については、現在、ＮＴＴ東日本との
協議を進めながら、エリア拡大に向けた取組みを行っ
ています。
　インターネット利用時に、十分な通信速度を確保す
るためには、光回線が有効ですが、コスト面から利用
世帯数が少ない地域での普及は難しい点もあります。
　携帯専用端末の利用に関しては、各種の携帯型情報
端末が発売され、これに対応するための無線ＬＡＮ通
信であるワイファイ（Ｗi-Fi）などの普及が都市部で
は進められていますが、アクセスポイントの整備など
の課題があります。
　国では、全世帯に対する光回線の普及を検討してい
るなどの動きもありますので、このような国の動きな
どを見ながら、今後、市内での早期の高速ブロードバ
ンド環境の普及を図るための方法をＮＴＴ東日本と協
議していきます。


